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浜
岡
原
子
力
発
電
所
安
全
等
対

策
協
議
会（
以
下
４
市
対
協
）の
代

表
メ
ン
バ
ー
が
11
月
27
日
と
28

日
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
と

被
災
地
の
復
興
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
。４
市
対
協
で
の
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
の
視
察
は
平
成
25

年
8
月
に
続
き
2
回
目
。

東
日
本
大
震
災
を
起
因
と
す
る

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
事
故
か

ら
す
で
に
7
年
８
カ
月
が
経
過
。

避
難
指
示
区
域
の
大
部
分
は
立
ち

入
り
制
限
が
解
除
さ
れ
、
帰
還
困

難
区
域
で
も
除
染
工
事
が
始
ま
る

な
ど
、
避
難
区
域
の
復
興
再
生
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

視
察
で
は
、
福
島
県
川
内
村
の

総
務
課
長
を
務
め
て
い
た
井
出
寿

一
さ
ん
に
被
災
地
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
復
興
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」や「
こ
こ
な
ら
笑
店
街
」（
楢
葉

町
）、「
さ
く
ら
モ
ー
ル
」（
富
岡
町
）

な
ど
の
復
興
拠
点
施
設
や
被
災
地

の
街
並
み
を
見
学
し
ま
し
た
。

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
は
、

廃
炉
に
向
け
た
作
業
が
着
実
に
進

ん
で
い
ま
し
た
。
96
㌫
の
エ
リ
ア

で
一
般
作
業
服
で
の
作
業
が
可
能

に
な
る
な
ど
労
働
環
境
は
か
な
り

改
善
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

燃
料
取
り
出
し
に
向
け
て
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
計
画
で

は
30
～
40
年
先
に
廃
炉
が
完
了
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

４
市
対
協
で
は
、
被
災
地
の
復

興
へ
の
取
り
組
み
が
一
層
加
速
し

て
い
く
こ
と
を
念
願
す
る
と
と
も

に
、
中
部
電
力
㈱
に
対
し
安
全
性

向
上
に
向
け
た
不
断
の
努
力
を
積

み
重
ね
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま

す
。

４
市
対
協
が

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
と

被
災
地
の
復
興
状
況
を
視
察

第４回火葬場建設候補地検討
委員会が10月11日に開催され
ました。
委員会では、これまでの議論
で浮かび上がった何カ所かの候
補エリアと市民から推薦があっ
たエリア、これに火葬場整備に
十分な面積が確保できる市有地
を加えた15カ所を候補エリア
として位置付け、それぞれを評
価しました。
続いて11月26日に開催した
第５回委員会では、12月中に市
長へ提出する予定の「火葬場の
建設候補地に関する検討結果報
告書」の内容を協議しました。
委員会では、具体的な候補地は

選定せず、候補地の選定に必要
となる評価軸の設定と抽出され
た各エリアに対する意見集約を
もって検討結果とすることを確
認しました。また、候補地の選
定は、市民意見を十分理解した
上で別に定める評価基準に基づ
き、市が選定するよう要望する
こととしました。
第６回委員会は12月17日に
開催される予定で、これまでの
経過を含め、候補地の選定に関
する検討結果を市長へ説明する
とともに、報告書も提出する予
定です。
最終的には、市の建設候補地
選定会議を経て、平成31年３

月末までに市長が候補地を選
定する予定です。	 	
※火葬場は、建設予定地の地元
同意を得られた上で決定しま
す。

火葬場整備に関する詳しい情
報は、市ホームページをご覧く
ださい。

建設候補地の検討 議論も大詰め段階Crematory
火葬場整備を考える

※「キラリの再発見」はしばらくの間お休みさせていただきます

御前崎市火葬場 検索

▲ロボット遠隔技術を視察
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